
「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１（仮称）全体構成案 
 

 

１ 「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１（仮称）の基本的な考え方  

 

（１） 理念 
・ 現戦略策定から約１０年が経過し，まちと暮らし，観光においても，クルマ中心から徒歩・公共交通中心へ

の転換は一定進んできているが，京都の交通まちづくりのあるべき姿として「人と公共交通優先の『歩くま

ち・京都』を推進する」という理念は将来にわたって堅持 

・ ２０５０年までのＣＯ２排出量『正味ゼロ』を目指す脱炭素社会の実現に向け，クルマに過度に依存せず，

徒歩や自転車等も組み合わせながら，公共交通利用をより一層促進していくことが重要 

・ 混雑を回避する意識の高まりやテレワーク・オンライン授業の普及，働き方改革等によるワーク・ライフ・バ

ランスの実践，AI，IoT などの技術革新の進展により，人々のライフスタイルや交通行動は大きく変化して

いる状況 

・ 移動機会の減少は，社会を支える公共交通ネットワークの危機であると同時に，人々の健康的なくらしにも

影響することからも，「移動の価値」の再認識が必要 

・ 新たに生じてきている交通に関する諸課題への対応や，様々な技術革新，さらには「脱炭素社会の実現」

「レジリエント・シティの実現」「ＳＤＧｓ」「健康長寿（フレイル対策）」といった分野を横断する新たな潮流

も踏まえ，市民の安心安全で快適な暮らし，都市の活力の維持・向上，持続可能な都市社会を実現する

ためには，それを支える根幹的な一つである交通政策が不可欠である。 

・ これまでからの「歩くまち・京都」の理念を継承しつつ，さらに進化させ，誰もが公共交通をより便利で快

適に利用するとともに，徒歩や自転車等も“かしこく”組み合わせて出かけるスマートなライフスタイルが定

着し，「出かけたくなる」魅力と活力のあふれるまちとなることを目指す。 

 

（２） 「歩くまち・京都」憲章 
・  「歩くまち・京都」の実現に向けたゆるぎない行動規範として，現在の内容を継承 

 

京 都 市 では，「人 が主 役 の魅 力 あ るまちづ くり」を構 想 す るに

あたり，「歩 くまち・京 都 」の実 現 に向 けての行 動 規 範 を明 確 にす

るため，平 成 ２２年 １月 23 日 に「歩 くまち・京 都 」憲 章 を制 定 しま

した。本 憲 章 には，制 定 から年 月 が経 過 した現 在 においても，色

あせることのない大 切 な事 項 がまとめられています。 

市 民 ，事 業 者 ，行 政 のすべての主 体 が，この「歩 くまち・京 都 」

憲 章 の理 念 を理 解 し，「歩 くまち・京 都 」を実 現 す るた め，それぞ

れの立 場 で積 極 的 に行 動 を起 こすことが重 要 となります。  

 

  

 

 

※現戦略と同様に明確な目標年次は設定しないが，概ね２０年後の未来を想定した戦略とする。 

資料２ 

（※朱書き・・・第 2 回審議会資料からの主な変更箇所） 



２ 「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１（仮称）の目標 
（１） 「歩くまち・京都」の目標像（将来像） ⇒ 詳細は資料２（別紙）参照 

・ 現戦略に掲げる将来像をベースにしつつも，新たな視点を加えてブラッシュアップ 

－第２回審議会資料からの変更箇所－ 

 【新たに加える視点】 

☆ 京都市の都市計画の基本である「『保全・再生・創造』のまちづくり」に基づき，特色ある各

エリアを有機的につなぐ交通ネットワークの検討 

 ⇒ 京都市内だけではなく，周辺地域（市外）との連携など，広域的なネットワークの在り方も

視野 

 ⇒ 「職住共存・職住近接」のまちづくりが進むとともに，地域内の交通ネットワークが発達し， 

さらには地域間をつなぐ交通ネットワークが充実し，定住人口が増えている 

☆ 「歩くこと」や「移動」に対する価値の再認識と「楽しみ」のための交通行動の増加 

 ⇒ ワーク・ライフ・バランスの実践，ライフスタイルの変化，より便利な社会への発展により，個

人の自由に使える時間が増加 

（２） 指標・目標数値 

・ 現戦略で用いている指標の「非自動車分担率」に加え， 新たな指標を設定予定 

  ⇒ これまでの審議内容を踏まえ，資料３にて検討 

（３） 目標実現のための体制と効果検証 ⇒ 詳細は資料２（別紙）参照 

・ 「歩くまち・京都」推進会議をはじめとする，既存の各種会議体による推進体制の継続 

・ 進捗状況を確認するため，既存の各種統計，アンケート調査等，多面的な評価を実施  

 

 

３ 「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１（仮称）の柱 
・ 現戦略に掲げる３つの施策の柱である「公共交通」「まちづくり」「ライフスタイル」を軸に，変

化する都市課題への対応，新しい技術等の活用の視点を付加し，より未来志向の柱立てに 

     柱１ 持続可能なまちづくりを実現する公共交通ネットワークの形成 

     柱２ 誰もが「出かけたくなる」歩行者優先の魅力的なまちづくり 

     柱３ 歩いて楽しい暮らしを大切にするスマートなライフスタイルのさらなる促進 

 

４ 戦略の柱に掲げる施策の方向性 
・ 日進月歩の技術革新や，新たな交通サービスの出現等，目まぐるしく変化する社会情勢下で

柔軟な事業展開を図る観点から，「施策の方向性（方針，施策，主な推進項目）」として，これま

での取組との整理・統合を図る。 

※ 「コロナからの回復期における重点取組」についても記載 

⇒ 詳細については資料４にて検討 



「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１（仮称）全体構成案

※ 戦略の目標年次 目まぐるしく変化する社会情勢下で柔軟な事業展開を図るため，現戦略と同様に明確な目標年次は設定しないが，概ね２０年後の未来を想定した戦略とする。
京都市基本構想・次期京都市基本計画の目標年次（２０２５年）といった節目の時期に，上位計画との整合を図る観点等から，適宜点検を実施する。

１（１）理念

１（２）「歩くまち・京都」憲章

２（１）「歩くまち・京都」の目標像（将来像）

≪背景等≫
・ 現戦略策定から約１０年が経過し，まちと暮らし，観光においても，クルマ中心から徒歩・公共交通中心
への転換は一定進んできているが，京都の交通まちづくりのあるべき姿として「人と公共交通優先の
『歩くまち・京都』を推進する」という理念は将来にわたって堅持

・ ２０５０年までのＣＯ２排出量『正味ゼロ』を目指す脱炭素社会の実現に向け，クルマに過度に依存せず，
徒歩や自転車等も組み合わせながら，公共交通利用をより一層促進していくことが重要

・ 混雑を回避する意識の高まりやテレワーク・オンライン授業の普及，ワーク・ライフ・バランスの実践，
AI，IoTなどの技術革新の進展により，人々のライフスタイルや交通行動は大きく変化している状況

・ 移動機会の減少は，社会を支える公共交通ネットワークの危機であると同時に，人々の健康的なくらしに
も影響することからも，「移動の価値」の再認識が必要

● 多くの市民の皆様と議論を重ねて本憲章を制定した経緯も踏まえ，「歩くまち・京都」の実現に向けたゆるぎない
行動規範として，現在の内容を継承

○ クルマの渋滞がなくなり，公共交通がスムーズ
に走行し，ＬＲＴやＢＲＴ等，新たな公共交通
軸の姿も

○ まちなかの道では人と人がふれあい，賑わいと
活気に満ち，清々しく澄んだ空気がまちを包む

○ 公共交通は，どこでも共通で使えるＩＣカード
の活用が進み，スムーズな乗継が可能になり，
バス停，駅施設ではユニバーサルデザイン化が
一層進展

○ バスは，ダイヤや走行環境の改善が進み，
利用者が増加

○ 道路は，歩行者，公共交通，自転車，クルマ等
の特性に応じた道路ネットワークが再構築

○ トランジットモール化され歩行者を最優先と
する道路では，歩道拡幅や緑化が進み，くつろぎ
の空間，快適さ，活気が創出。歩行者・クルマと
分離した自転車走行環境が整備され，都市内の
スムーズな移動を可能に

○ 市民と一体となった取組により，過度なクルマ
利用を控え歩くこと，公共交通等を利用すること
を中心としたライフスタイルが定着

☆ 情報通信技術の高度化による多様なモビリティサービスの導入
⇒ 移動に関する選択肢の増加，多様化したメニューを束ねるＭａａＳ等のサービスにより乗継等の利便性も増し，
さらに公共交通の利用が促進

⇒ データのオープン化や蓄積データの利活用，交通分野以外のデータとの連携等も進み，公共交通の運営が効率化，
利便性も向上

⇒ 地域ごとの特性・ニーズに応じた移動手段の確保

☆ 自動運転技術や新しいモビリティの進展，活用
⇒ 公共交通機関の担い手の負担軽減や，幅広い層の活躍機会創出，ラスト・ワンマイルの移動手段として活用
⇒ 新たな交通ネットワークの構築

☆ 京都市の都市計画の基本である「『保全・再生・創造』のまちづくり」に基づき，特色ある各エリアを有機的に
つなぐ交通ネットワークの検討

⇒ 京都市内だけではなく，周辺地域（市外）との連携など，広域的なネットワークの在り方も視野
⇒ 「職住共存・職住近接」のまちづくりが進むとともに，地域内の交通ネットワークが発達し，さらには地域間の交通

ネットワークが充実し，定住人口が増えている

☆ ゆとりある交通システムや都市空間等の構築，「歩いて楽しい」ウォーカブルなまちづくり
⇒ 公共交通等における利用者の快適性，安心・安全のさらなる向上
⇒ 居心地が良く歩きたくなるような，ゆとりある歩行空間がさらに充実し，多様な交通手段の普及に伴い道路空間を再配分
⇒ お互いを支え合い，助け合うことでバリアをなくす「心のバリアフリー」が広がり，「出かけたくなる」まちづく

りが進む
⇒ 安心安全な自転車利用環境の充実と自転車の特性を生かした多様な場面での活用

☆ 「歩くこと」や「移動」に対する価値の再認識と「楽しみ」のための交通行動の増加
⇒ ワーク・ライフ・バランスの実践，ライフスタイルの変化，より便利な社会への発展により，個人の自由に使える時間が増加
⇒ 人々の健康づくりや環境対策に寄与する“歩くこと”への付加価値を再認識
⇒ 誰もが公共交通を利用し，より便利で快適に出かけるスマートなライフスタイルが定着
⇒ 楽しみの交通行動が増加することによって，人口減少社会においても，まちの活力が向上

● 現戦略に掲げる将来像をベースにしつつも，新たな視点を加えてブラッシュアップ

資料２（別紙）

新たに生じてきている交通に関する諸課題への対応や，様々な技
術革新，さらには「脱炭素社会の実現」「レジリエント・シティの
実現」「ＳＤＧｓ」「健康長寿（フレイル対策）」といった分野を
横断する新たな潮流も踏まえ，市民の安心安全で快適な暮らし，都
市活力の維持・向上を図り，持続可能な都市社会を実現するために
は，それを支える根幹的な一つである交通政策が不可欠である。
これまでからの「歩くまち・京都」の理念を継承しつつ，さらに

進化させ，誰もが公共交通をより便利で快適に利用するとともに，
徒歩や自転車等も“かしこく”組み合わせて出かけるスマートなラ
イフスタイルが定着し，「出かけたくなる」魅力と活力のあふれる
まちとなることを目指す。

【新たに加える視点】【現戦略の目標像】
（目標とする「歩くまち・京都」の未来のイメージ）

※必要に応じて文言の修正を行う

※朱書き・・・第2回審議会資料からの主な変更箇所



「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１（仮称）全体構成案
２（２）指標・目標数値 ２（３）目標実現のための体制と効果検証

３ 戦略の柱（３つの施策の柱），４ 施策の方向性

● 現戦略で用いている指標「非自動車
分担率」に加え，新たな指標を設定予定

⇒ 「人と公共交通を優先」「クルマは
“かしこく”使う」方針は今後も継続して
取り組むべきこと

⇒ 総合交通戦略に基づく取組がまちと暮らし
に与える効果をより幅広い観点から検証し,
新たな指標を設け，評価する

● 「歩くまち・京都」推進会議をはじめとする，既存の各種会議体による推進体制の継続

● 現戦略に掲げる３つの施策の柱である「公共交通」「まちづくり」「ライフスタイル」を軸に，変化する都市課題への対応，新しい技術等の活用
の視点を付加し，より未来志向の柱立てに

※ 新型コロナウイルス感染症の影響下において必要な施策を，総合交通戦略にどのような形で盛り込むか
● 本戦略が２０年後を見据えた本市の交通まちづくりの指針であることから，“ウィズコロナ”に特化した新たな施策の柱を立てるのではなく，

各柱の中に，コロナ対策にも資する内容の施策を加味する形で盛り込み，「コロナからの回復期における重点取組」として記載

◇ 第１回，第２回審議会での御意見や時代潮流を反映した議論のキーワードの下，第３回審議会にてより詳しく審議

その他，各事業推進にかかる協議会・会議
・研究会等を必要に応じて設置

【市民の皆様】

【京都市】 【事業者】

「歩くまち・京都」
推進会議

公共交通
ネットワーク会議

「歩くまち・京都」
推進本部会議

交通政策会議

「スローライフ京都」
大作戦推進会議

・市民とともに過度なクルマ利用から，
公共交通を利用し，歩いて楽しい暮らしを
大切にするライフスタイルの促進を図る

・誰もが公共交通を便利で快適
に利用できるよう，交通事業者
の連携のもと，利用者視点で利
便性向上を図る

・「歩くまち・京都」総合交通戦略の
進捗を総合的に点検

・戦略のフォローアップや見直しの実施

・庁内関係部局の連携強化
や調整を行う

・「歩くまち・京都」総合交
通戦略の総合的な推進，点検
・効率的な推進体制の検討や
交通まちづくりに関する総合
的な調整を行う◇ 第３回審議会（本日）：

第２回審議会で出た御意見を
基に指標及び目標数値を検討

● 日進月歩の技術革新や，新たな交通サービスの出現等，目まぐるしく変化する社会情勢下で柔軟な事業展開を図る観点から，
「施策の方向性（方針，施策，主な推進項目）」として，これまでの取組との整理・統合を図る。（現行：９４の実施プロジェクト）

２１ ３持続可能なまちづくりを実現する
公共交通ネットワークの形成

誰もが「出かけたくなる」
歩行者優先の魅力的なまちづくり

歩いて楽しい暮らしを大切にする
スマートなライフスタイルのさらなる促進

● 進捗状況を確認する
ため，既存の各種統計，
アンケート調査等，多面
的な評価を実施


